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代えるに新たな過密をもってしたにすぎない」というコメントもある（Charles Booth, Life and Labour 





























































































『近代イギリス経済史　第２巻　第３編　自由貿易と鋼　1850-1886 年』要綱，第 12 章 201
ほぼ同じだった。小さくても庭があり，生け垣があった。古くからの郊外は，目立たぬ屋根の家で埋
まっていた。控えめでバランスがとれ，家屋群全体としては通常長方形，窓に装飾があり，赤煉瓦も














カー程度の土地が付いていて，多くの田舎村の特徴的様相となっている」（George C. Brodrick, English 























クラパムはここでは王侯貴族の管理下にあるものを forest，そうでないものを wood としているようだ。もちろん，この














































































































































　或る委員会（the Committee on Children and Women in Agriculture, 1867⊖68）の委員は，1868年を通じ










































































































































































House of Deptford Strond：デットフォード・ストロンドはケント州の教区名で，通常はこれを省略してトリニティ・




















が延長され，その管理は近接のサリー・ドック（Surrey Docks）に統合された。ドッグズ島（the Isle 
－211－
『近代イギリス経済史　第２巻　第３編　自由貿易と鋼　1850-1886 年』要綱，第 12 章 211
of Dogs）のミルウォール・ドック（the Millwall Docks）は，1870年までには建設されていた。当時そ






を獲得しようとする２つの会社，つまりロンドン・アンド・セント・カサリン社（the London and St 
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